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立命館大学アート・リサーチセンター(ARC)沿革
1997年 アート・リサーチセンター設置準備会を設置
1998年 6月 アート・リサーチセンター設置

文部科学省学術フロンティア推進拠点に採択
1999年 4月 アート・リサーチセンター施設の竣工
2001年 4月 文部科学省オープン・リサーチセンター整備事業に採択(第1期)
2002年10月 文部科学省21世紀COEプログラムの拠点に採択
2006年 4月 文部科学省オープン・リサーチセンター整備事業に採択(第2期)
2007年 4月 文部科学省グローバルCOEプログラムの拠点に採択
2009年 4月 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に採択
2010年 4月 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に採択
2011年 4月 研究センター（時限的）から研究所（経常的）に昇格
2012年 4月 グローバルCOEプログラムを引き継ぐ、

立命館大学日本文化デジタル・ヒューマニティーズ拠点開始
2014年 4月 文部科学省共同利用・共同研究拠点に、

「日本文化資源デジタルアーカイブ研究拠点」として認定
2015年 4月 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に採択



アート・リサーチセンター公開データベース一覧

http://www.arc.ritsumei.ac.jp/database.html 3



ARC浮世絵ポータルデータベース

4https://www.dh-jac.net/db/nishikie/search_portal.php



ARC古典籍ポータルデータベース

5https://www.dh-jac.net/db1/books/search_portal.php



ジャパンサーチとの連携

ジャパンサーチと連携するARCデータベース（予定）
※赤字は連携済

ARC浮世絵ポータルデータベース 日本芸能・演劇　総合上演年表データベース

ARC古典籍ポータルデータベース ARC 古写真・絵葉書データベース

ARC番付ポータルデータベース 人名情報データベース

ARC近代書籍ポータルデータベース 型紙データベース

ARC板木ポータルデータベース 京都近代染織資料データベース

ARC催事写真ポータルデータベース ARCシナリオ検索システム

ARC景観型写真ポータルデータベース 近現代陶磁器資料データベース

ARC年表記事データベース 日本文化解説データベース検索システム

ARCデジタル研究資源ポータルデータベース 歴史人名総合データベース

ARC地図ポータルデータベース



ARCデータベースの成長理由

1. 研究者自らがデジタルアーカイブを実施する「ARCモデル」の実践
→研究を進めればDBが成長する、DBが成長すれば研究が進む

2. 「ポータルデータベース」の構築
→所蔵品以外にも、WEB上に存在するデジタルコンテンツの

URIを管理して、ARCの専門的データベースシステムで
メタデータを拡充

3. 文部科学省 共同利用・共同研究拠点「日本文化資源デジ
タルアーカイブ研究拠点」の活動推進
→共同研究課題、外部所蔵機関（個人含む）合計51件が

ARCのDBシステムを活用



ジャパンサーチとの連携手順

○個人アカウントの作成、組織情報登録、
組織用サブアカウント発行

○データベース基本情報の登録

○メタデータ登録

○ラベル定義（個別項目ラベル、共通項目ラベル）

○テスト公開、検索定義

○検索テスト

○一般公開



ジャパンサーチとの連携



おわりに
ジャパンサーチとアート・リサーチセンターとの連携を通じ
て、

果たしたこと
1. ARCが保有（管理）するコンテンツ・デジタルコンテン

ツへのアクセスの間口拡大

2. 共同利用・共同研究拠点から国際アグリゲータへの昇華

期待すること
1. ARCの研究用データベース（機能）に興味を持ち、活用

する人材の増加（→データの充実→ジャパンサーチへ
還元）

2. 巨大ポータルという特性を活かして、データ提供者が
予想もしないコンテンツ間の連携（セレンディピティ）
をユーザに発見してほしい
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